
小
池
書
記
局
長
は
、
政
府
が
「
法

案
の
大
き
な
柱
の
一
つ
」
と
し
て

き
た
裁
量
労
働
制
の
対
象
拡
大
を

法
案
か
ら
切
り
離
し
た
こ
と
に
関

連
し
て
、「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）

の
導
入
は
、
裁
量
労
働
制
と
根
は

同
じ
で
、
さ
ら
に
危
険
が
大
き
い
」

と
指
摘
。
裁
量
制
で
は
三
六
協
定

の
締
結
と
割
増
賃
金
の
支
払
い
、

休
日
・
深
夜
労
働
で
割
増
賃
金
の

支
払
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
で
は
、
い
ず
れ

も
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
法
律
上
、

１
０
４
日
休
め
ば
、
年
間
６
０
０

０
時
間
を
超
え
る
労
働
を
し
て
も

違
法
に
な
ら
な
い
こ
と
も
政
府
が

認
め
ま
し
た
。
小
池
書
記
局
長
は
、

「
実
際
に
過
労
死
が
起
き
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
労
働
者
を
守
れ

な
い
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

残
業
代
ゼ
ロ
制
度
や
裁
量
労
働

制
に
つ
い
て
安
倍
首
相
が
、
「
自

律
的
な
働
き
方
」
と
語
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
小
池
書
記
局
長

は
「
自
ら
の
裁
量
で
決
定
で
き
る

の
は
、
業
務
の
遂
行
手
段
、
時
間

配
分
だ
け
だ
。
業
務
量
は
自
ら
決

定
で
き
な
い
」
と
指
摘
。
加
藤
厚

労
相
も
「
使
用
者
か
ら
与
え
ら
れ

る
業
務
量
は
、
働
き
手
が
裁
量
的

に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
認
め
ま
し
た
。

加
藤
厚
労
相
が
裁
量
労
働
制
に

関
す
る

デ
ー
タ

を
事
実

上
撤
回

し
た
こ
と
で
、
「
裁
量
労
働
制
」

と
「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」
の
前
提

が
崩
れ
ま
し
た
。
裁
量
労
働
制
が

一
般
労
働
者
よ
り
労
働
時
間
が
長

い
こ
と
を
示
す
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
の
デ
ー
タ
が
あ
る
の
に
、

そ
れ
を
完
全
に
無
視
。
小
池
書
記

局
長
は
、
「
今
回
の
事
態
は
、
安

倍
首
相
に
よ
る
強
引
な
政
策
変
更
、

政
策
決
定
の
圧
力
の
中
で
起
き
た
。

首
相
自
身
の
責
任
は
極
め
て
重
大

だ
」
と
指
摘
。
法
案
そ
の
も
の
の

断
念
を
求
め
ま
し
た
。
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

業
務
量
は
「
裁
量
」

で
は
決
め
ら
れ
な
い

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
は
３
月
２
日
の
参
議
院
予

算
委
員
会
で
、
「
働
き
方
改
革
」
関
連
法
案
に
関
し
て
、
裁
量
労

働
制
と
「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
安
倍
政
権

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

「
御
滝
公
園
の
と
こ
ろ
の
県
道

が
デ
コ
ボ
コ
で
大
き
な
車
が
通

る
と
振
動
で
夜
も
眠
れ
な
い
」

と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
の
が

１
月
１
４
日
の
こ
と
。

１
月
２
０
日
、
現
地
に
行
っ

て
住
民
の
み
な
さ
ん
と
状
況
を

調
査
。
亀
裂
や
デ
コ
ボ
コ
が
あ

り
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
っ

た
ら
地
震
の
よ
う
に
揺
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
夜
眠
れ
な
い
と

い
う
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。
す

ぐ
に
葛
南
土
木
事
務
所
に
連
絡

を
取
り
、
１
月
３
１
日
に
県
職

員
と
現
地
調
査
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

当
日
も
ご
近
所
の
方
が
出
て

き
て
く
れ
て
、
「
仕
事
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
る
」
と
実
態
を

職
員
に
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
２
月
９
日
、
土
木
事

務
所
か
ら
「
舗
装
を
や
り
直
す

こ
と
に
し
た
」
と
の
返
事
が
あ

り
ま
し
た
。
住
民
の
み
な
さ
ん

の
声
が
県
を
動
か
し
た
瞬
間
で

し
た
。
２
月
２
７
日
に
は
、
住

民
の
方
か
ら
「
改
修
が
終
わ
り

ま
し
た
」
と
喜
び
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
（
写
真
は
舗
装
後
）
。

「平和・民主・革新をめ

ざす船橋の会」（船橋革新

懇）が憲法を生かす３００

０万人署名を行いました。

安倍総理が憲法９条に自

衛隊を書き込む改定を本気

で進めようとしているな

か、国会答弁では「自衛隊

を書き込んでも何も変わら

ない」と言っています。しかし、変わらないのなら憲法を変える必

要は無いはずです。実際に「自衛隊」を書き込めば、自衛隊は「軍

隊を持たない」という憲法９条の例外として、すなわち軍隊として

動きだすことになります。何も変わらないどころか、日本が「戦争

をしない国」から「戦争をする国」に根本から変わることになるの

が安倍総理による改憲であり、絶対に許せるものではありません。


